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「 ひなんはとつぜん 」 
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８月 28 日。きた九しゅうに大雨がふりました。町が水びたしになって、ヘリコプターできゅう

じょされているニュースをテレビで見ました。びょういんもボートがないとちかづけず、大へんな

ことになっているなと思っていました。 

その２日ごの８月 30 日。金ざわでもずっと雨がふりつづけていました。べんきょうのじかんだ

ったので、ドリルをやっていました。すると、しえんいんさんがあわてたようすで、「土しゃさい

がいけいかいじょうほう、けいかいレベル４そうとうがはっぴょうされました。学どうがあるばし

ょは、さいがいけいかいくいきに入っています。これからひなんするかもしれないので、おちつい

てまっていてください。」と言われました。ぼくはとつぜんのことにおどろいて、きた九しゅうの

ニュースを思い出し、こわくなりました。１年生の女の子は、ふあんになってなきだしてしまいま

した。 

そんな時、パパやママからいつも言われている言葉を思い出しました。パパやママがそばにいな

いときにさいがいがおこったら、小学校に行くことです。パパかママがかならずむかえにいくから、

そこでまっているように言われています。でも、これまでひなんすることがなかったので、こんな

にとつぜんひなんするようなことがおこるのかとドキドキしました。しばらくして雨がよわくなり

ひなんはしなくていいと言われて、ぼくはほっとしました。 

いつさいがいがおこるかわかりません。そんなときにパニックにならないように、かぞくがひな

んするしゅうごうばしょをかくにんして、まずじぶんのことはじぶんでまもることが大じだと思い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


